
利用者 なし

利用者家族 なし

地域の代表 民生委員　　１名

区・地域包括支援センター １名

事業所職員 ２名

◆活動報告・活動計画

別紙「活動報告書」のとおり。

◆第１回運営推進会での意見に対する進捗状況

◆活動報告・計画に対する評価

◆事業所に対する要望・意見

◆地域・行政等からの情報提供

◆その他・特記事項

電話番号

(平成２８年度）第２回運営推進会議実施報告書
平成　29　年　3　月　13　日

事業所名 認知症対応型通所介護サービスの種類大田区立田園調布高齢者在宅サービスセンター

　０３  （　３７２２　） ９７００

　　　平成　２９　年　３　月　７日（　火　）　　　１３：３０　　～　１４：３０

・シニアステーションでもどのように集客したらいいか模索している。

・回覧版にイベント情報を入れてあるが、イベント情報を地域の掲示板に貼ったり、出張所で発行してい
る機関誌に（毎月でなくても）掲載してもらったり、イベント（内容によって）は区報で参加を募ってもいいの
ではないか。その方がもっと周知される。

①入浴設備の設置について

長寿園本部、大田区へ要望としてあげているが優先される事項になるかは未定

②シニアステーション田園調布までの送迎について

個人的というよりは、巡回バスのような定期便として運行していく方向で、曜日・時間など検討中

・特になし

①認知症対応型通所介護サービスを利用できる方は大田区民に限ると周辺自治体間で取決められてい
て、世田谷区の方は新規で受入ることができない。「大田区と世田谷区が入り組んだ地域なのだから、せ
めて世田谷区玉堤の方は受け入れるなど、柔軟にしてもらいたいですね。」と言うご意見があった。
②２月～３月にモデル事業として、石川台にお住まいの方を対象に、買い物支援をしている。という話に
対して「田園調布の方も買い物には困っている。この地域でも需要はあるのではないか。」というご意見
があった。
③４月から送迎車両が１台変更になることを伝えた。
④バーレルの会は、皆さん良い表情をされていて楽しそうでした。

開催場所 大田区田園調布５-４５-１０　大田区立田園調布高齢者在宅サービスセンター会議室

開催日時

出席者

　　４人

（内訳）



◆会議を通じて地域貢献として考察・検討できたこと。

※会議録作成にあたって

・報告書は２ページにわたっても構いませんので、文字は縮小しないでください。

・送迎時間の空き時間に、送迎車両を有効に活用することが必要とされていると感じた。田園調布は坂
が多く、特にこの地域にはお店が少ない。具体的に、田園調布駅前の東急プレッセより、尾山台のオオ
ゼキが良いなどの話を聞くことができた。運転する職員への安全運転・マナー研修等、改めて実施する
必要性や送迎車両の活用をして地域貢献できるよう、地域包括支援センター、民生委員等と連携し、２
項目（①シニアステーション田園調布と当センター間での巡回バス②買い物支援）の実現に向けて取り
組んでいく。


